
松戸市こども家庭センター

令和８年３月３１日

令和７年度 高校生の生活状況アンケート

（ヤングケアラー実態調査）

調査結果報告書

【対象：松戸市内高校２年生】



【令和７年度 ヤングケアラー実態調査】

調査目的
松戸市内の高校2年生におけるヤングケアラーの実態を把握するとともに、
以前の調査結果と比較し、今後の支援策を検討する際の参考とする。

調査対象 松戸市内高等学校の2年生全員：2,862人（全10校）

調査方法

・郵送にて、学校長あて文書と生徒・保護者あて依頼文を各学校に送付した。
その後学校経由で生徒に対し、生徒・保護者あて依頼文を配付。

・依頼文には、調査の趣旨・概要、調査票のＵＲＬ・ＱＲコード等を記載し、ウェブ上
で回答。

実施時期 2025年11月5日（水）～11月28日（金）（一部12月31日まで）

回答状況 松戸市内高等学校の2年生：1,403件（回収率：49.0％）

調査内容 家庭や家族のことについて、ヤングケアラーについて

〇アンケート調査回答率

生徒数 回答数 回答率

全体 2,862 1,403 49.0%
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（令和４年）

（令和４年）

（令和２年）
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問１．ヤングケアラーという言葉をこれまで聞いたことがありましたか。

（n=1,403）

5.7%

32.8%

31.5%

58.7%

6.9%

19.0%

19.6%

26.2%

86.8%

46.5%

45.5%

15.1%

0.6%

1.7%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

千葉県

松戸市

【千葉県調査より抜粋】

松戸市

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことがあるが、よく知らない 聞いたことはない 無回答
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問２．家族の中にあなたが「お世話」をしている人がいますか。

（n=1,403）

4.1%

10.5%

9.7%

4.1%

94.9%

88.5%

90.3%

95.9%

0.9%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

千葉県

松戸市

【千葉県調査より抜粋】

松戸市

いる いない 無回答

（令和４年）

（令和４年）

（令和２年）
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問３．それはどなたですか。（複数回答）

（n=58）
50.0%

29.3%

12.1%

3.4%

15.5%

31.0%

5.2%

6.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

母親

父親

祖母

祖父

兄・姉

妹・弟

その他（犬）

無回答
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問４．あなたは、どのようなお世話をしていますか。（複数回答）

（n=58）
56.9%

24.1%

32.8%

1.7%

1.7%

12.1%

6.9%

10.3%

3.4%

6.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

家事(食事の準備や掃除、洗濯)

きょうだいの世話や保育所等への送迎

外出の付き添い(買い物、散歩など)

通院の付き添い

日本語や手話での通訳

目の離せない家族の見守り

障害や病気のある家族の身の周りの世話（食事の介助や服薬の

準備など）

家計を支えるためにアルバイトをし、家族を助けている

障害や病気のある家族の入浴やトイレの介助

無回答
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問５．あなたがお世話をしている頻度について教えてください。

（n=58）

47.6%

21.0%

23.5%

19.0%

16.9%

11.0%

5.9%

20.7%

10.4%

8.2%

5.9%

32.8%

6.8%

6.3%

11.8%

19.0%

2.0%

2.2%

3.4%

16.3%

51.4%

52.9%

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

千葉県

松戸市

【千葉県調査より抜粋】

松戸市

ほぼ毎日 週に３～5日 週に１～2日 1カ月に数回 その他（たまに） 無回答

（令和４年）

（令和４年）

（令和２年）
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問６．家族のお世話をすることで困っていることや
悩みはありますか。（複数回答）

（n=58）

5.2%

10.3%

12.1%

5.2%

10.3%

5.2%

25.9%

50.0%

1.7%

6.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

学校を休んだり、遅刻や早退したりすることがある

宿題や勉強をする時間が取れない

自分の自由になる時間が取れない

部活動や習い事が思うようにできない

友人と遊べないことがある

進路や就職について悩んでいる

ストレスを感じている

特にない

その他（睡眠の妨げ）

無回答
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問７．あなたがお世話している家族のことや
悩みを誰かに相談したことがありますか。

（n=58）

23.5%

9.1%

5.9%

17.2%

64.2%

47.6%

47.1%

44.8%

12.4%

43.3%

47.1%

37.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

千葉県

松戸市

【千葉県調査より抜粋】

松戸市

ある ない 無回答

（令和４年）

（令和４年）

（令和２年）
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（n=10）

問８．誰に相談しましたか。（複数回答））

40.0%

60.0%

10.0%

10.0%

10.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

家族(父、母、きょうだい、祖父母など)

友だち

学校の先生(担任や学年の先生など)

保健室の先生

スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー
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問９． あなたがお世話をしている家族のことや
悩みをヤングケアラーコーディネーターに相談したいですか。

（n=58）

1.7%

51.7% 46.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相談したいが迷っている 相談したくない 無回答
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問１０．相談方法としてどのような方法を希望しますか。

（n=58）

40.8%

52.9%

14.1%

11.8%

1.7%

27.6%

17.6%

3.4%

6.0%

5.9%

27.6%

29.4%

94.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

千葉県

松戸市

【千葉県調査より抜粋】

松戸市

直接会う 電話 SNS メール その他 無回答

（令和４年）

（令和４年）
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問１２．迷っている、相談したくない理由を教えてください。（複数回答）

19.4%

3.2%

19.4%

9.7%

45.2%

16.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

誰に相談するのがよいかわからない

家族のことのため話しにくい

家族のことを知られたくない

家族のことを悪く思われたくない

相談しても状況が変わるとは思わない

その他（問題ない）

（n=31）
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問１３．今後、あなたが家族のことで困りごとができたときに
相談できそうなひとはいますか。

79.8% 17.2%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる いない 無回答

（n=1,403）



お世話をしている人がいる ５８人
いない １，３４５人

【考察】
お世話をしている者のうち「ヤングケアラーという言葉をこれまで聞いたことがあり、
内容も知っている」割合は39.66％にとどまり、お世話をしていない者の割合59.55％と
比較し低い結果となった。
このことから当事者であるにもかかわらず、自身の状況をヤングケアラーと認識していない
可能性が示唆される。 14

（n=1,403）

お世話の有無×ヤングケアラーの認知度

59.55%

39.66%

14.50%

29.31%

25.95%

31.03%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いない

いる

聞いたことがあり、内容も知っている。 聞いたことがない。 聞いたことはあるが、内容はよく知らない。



【考察】
家族の世話の対象としては「母親」が最も多く、母親のお世話をしているとの回答で多い家事は「食事の準備や掃除、洗濯」であった。
家庭内の生活を支える日常的な家事を担っていることが示唆される。
家庭内中心の家事になるため、外部からは見えにくく、日常の中に家事が取り込まれヤングケアラーとしての自覚が持ちにくい可能性が
ある。
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（n=14）

お世話をしている対象×手伝いの内容

50.00%

41.67%

4.00%

21.43%

20.00%

33.33%

8.00%

100.00%

100.00%

20.00%

33.33%

8.33%

64.00%

50.00%

60.00%

50.00%

16.67%

33.33%

8.00%

7.14%

16.67%

8.00%

4.00%

16.67%

4.00%

21.43%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他(家族)

その他(犬)

兄・姉

祖父

祖母

父親

母親

妹・弟

きょうだいの世話や保育所等への送迎

家計を支えるためにアルバイトをし、家族を助けている

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

外出の付き添い（買い物、散歩など）

障害や病気のある家族の身の回りの世話（食事の介助や服薬の準備など）

日本語や手話での通訳

目の離せない家族の見守り

（n=2）

（n=1）

（n=4）

（n=29）

（n=1）

（n=2）

（n=1）

無回答3名



【考察】
お世話をしている頻度が高い者ほど「自分の時間が取れないこと」や「ストレス」を感じていることが
わかった。
一方で、ほぼ毎日お世話をしている者でも困りや悩みは「特にない」との回答が最も多かった。
日常的な家事等が自身の負担として認識していない可能性も示唆される。
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（n=58）

お世話をしている頻度×抱える困りごとや悩み

40.00%

10.00%

11.11%

25.00%

5.56%

16.67%

10.00%

11.11%

8.33%

20.00%

5.56%

8.33%

50.00%

100.00%

100.00%

60.00%

55.56%

41.67%

10.00%

11.11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１カ月に数回

その他(たまに)

その他(たまにランダム)

ほぼ毎日

週に１～２日

週に３～５日

ストレスを感じている 学校を休んだり、遅刻や早退したりすることがある

自分の自由になる時間が取れない 宿題や勉強をする時間が取れない

特にない（問１３に進んでください） 友人と遊べないことがある

（n=19）

（n=1）

（n=12）

（n=1）

（n=11）

（n=11）

無回答3名



・「ほぼ毎日」お世話をしていると回答した者は１１人いた。
・「家事（食事の準備や掃除、洗濯）」が54.55％と約半数を占めた。
・悩みを相談したことがあるものは３人であった。（ない４人無回答４人）
（相談相手は友だち、家族、学校の先生、スクールソーシャルワーカーであった）
・困っていることや悩みについては「特にない」が６人であったが、「ストレスを感じている」や「宿題や
勉強をする時間が取れない」と回答する者もいた。
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(n=11）

「ほぼ毎日」お世話をしていると回答した者の状況

18.18% 54.55% 9.09% 9.09% 9.09%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日

きょうだいの世話や保育所等への送迎 家事（食事の準備や掃除、洗濯）

外出の付き添い（買い物、散歩など） 日本語や手話での通訳

目の離せない家族の見守り



【アンケート調査結果の概要】概要令和7年度 高校生の生活状況アンケート

■ヤングケアラーの認知度とお世話をしている人の有無
ヤングケアラーという言葉をこれまで聞いたことがあり、内容も知っている者は58.7％であ
り、令和2年度及び3年度に実施した国の調査と令和4年度に千葉県が実施した調査と比較し認
知度は高まりがみられた。

■お世話をしている対象とその種類
お世話をしている人がいると回答したのは58人であり、全体の4.1％であった。
対象としては「母親」が最も多く、行っているお世話や手伝いは「家事（食事の準備や掃除、
洗濯）」であった。

■お世話をしている頻度と悩み事
お世話をしていると回答した者のうち、頻度については週に1～2日が32.8％で最も多かった。
ほぼ毎日と回答する者も19.0%いた。
お世話をしている頻度が高い者ほど「自分の時間が取れないこと」や「ストレス」を感じて
いる一方で、ほぼ毎日お世話をしている者でも困りや悩みは「特にない」との回答が最も多
かった。
また、ほぼ毎日お世話をしている者の半数が家事（食事の準備や掃除、洗濯）を行っており、
日常的な家事により学業等に影響が生じる可能性がある。

■相談の有無や相談先
お世話をしていると回答した者のうち、相談したことがある者は17.2%であり、相談経験のな
い者は44.8%であった。
相談したことのある者は友だちや家族へ相談している割合が多い。
希望する相談方法については無回答が多く、この背景としては家族のことなので相談しづら
いことや相談した先の見通しが立ちづらいことなどが要因として考えられる。
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アンケート結果から
把握した実態

課題等
支援の
方向性

①認知度は過去の調査より上昇傾向で
ある。

②お世話（手伝い）をしている対象は
母親が多い

③お世話（手伝い）の内容は家事（食
事の準備や掃除、洗濯）が多い

④頻度では「ほぼ毎日」と回答する者
が19.0%いた

⑤困りや悩みは「特にない」との回答
が最も多い。一方でお世話の頻度が高
い者ほど「自分の時間が取れないこ
と」や「ストレス」を感じている。

⑥相談相手は友だちや家族がほとんど
である

⑦相談経験のない者は44.8%であった。
希望する相談方法に対する回答は
多く得られなかった。

最も多く回答のあったお世話（手伝
い）の内容が日常的な家事であったこ
とから、外部から見えづらい事案が多
い。

普及啓発を継続して行うことで
ヤングケアラーの認知度及び理解度を
高めていく必要がある。

自分の時間が取れないことやストレス
を感じていると回答している者もおり、
学業等に影響を及ぼす可能性のある事
業が一定数存在している。

相談する相手は友だちや家族がほとん
どであり、相談する＝支援につながる
わけではない。
また、希望する相談方法は無回答が多
く、相談しやすい環境の整備やその周
知、また相談方法及び相談後の支援の
見える化が必要と考えられる。

継続した普及啓発活動の
実施を行い、ヤングケア
ラーに対する知識の醸成
を図る。

【手法】
・相談レター
・アンケート調査
・ポスターの掲示
・リーフレットの配架
・研修会の開催 等

相談方法や支援内容の周
知、支援につながりやす
い体制整備を行う。

【周知方法】
・松戸市ホームページで
支援内容のパッケージ化
を掲載
・千葉県（アトリエ）と
の連携推進 等

【アンケート調査から見えてきた主な課題と支援の方向性】
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